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松本誠一教授の略歴と研究業績
略 歴
［学歴］
1973. 3 東洋大学社会学部 社会学科卒業（社会学士）
1973. 4 東洋大学大学院社会学研究科 社会学専攻修士課程 入学
1976. 3 東洋大学大学院社会学研究科 社会学専攻修士課程 修了（社会学修士）
1976. 4 東洋大学大学院社会学研究科 社会学専攻博士課程 入学
1979. 3 東洋大学大学院社会学研究科 社会学専攻博士課程 単位取得満期退学
［職歴］
1983. 8　（大韓民国私立）慶煕大学校外国語大学日語日文学科 待遇専任講師（～1985. 2）
1985. 4 東洋大学社会学部社会学科 専任講師
1988. 4 東洋大学社会学部社会学科 助教授
1995. 4 東洋大学社会学部社会学科 教授
1996. 4 東洋大学大学院社会学研究科 福祉社会システム専攻修士課程 担当
2000. 4 東洋大学社会学部社会文化システム学科 教授
2006. 4 東洋大学大学院福祉社会デザイン研究科 福祉社会システム専攻修士課程 担当
2018. 4 東洋大学大学院社会学研究科 福祉社会システム専攻修士課程 担当
2020. 3 東洋大学定年退職
( 非常勤講師 )
1979. 4 東洋大学文学部非常勤講師（人類学・文化人類学担当，～1983. 9）
1979. 4 東洋大学短期大学非常勤講師（文化人類学，～1982. 3）
1980. 4 武蔵野美術大学非常勤講師（文化人類学，～1981. 3）
1982. 4 亜細亜大学非常勤講師（社会学，～1983. 9）
1986. 4 山口大学人文学部講師（社会人類学特殊講義「韓国の村祭り――民俗文化と地域社会
への接近」，～1986. 9）
1991. 7 放送大学非常勤講師（集中面接授業「韓国の文化と社会」，～1992. 3）
1993. 4 跡見学園女子大学非常勤講師（文化学特殊演習・文化学特殊研究，～1994.3）
1997. 4 跡見学園女子大学非常勤講師（文化学特講「性と年齢の人類学」，～1998. 3）
付 録仁ニコ
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1999. 12. 23 NHK 学園高等学校専攻科「文化人類学」スクーリング講師
2002. 9. 29 NHK 学園高等学校専攻科「文化人類学」スクーリング講師
（共同研究員等）
1979. 4 東洋大学アジア・アフリカ文化研究所 研究員
1981. 4 国立民族学博物館 共同研究員（～1982. 3）
1982. 4 国立民族学博物館 研究協力者（～1996. 3）
1995. 4 カナダ McGill 大学 Centre for East Asian Studies, Research Associate（～1996. 3）
2003. 4 韓国外国語大学校日本研究所 外国人研究員（～ 2004. 3）
［学会・社会における活動］
1969. 5 日本民族学会会員（日本文化人類学会会員として継続）
1977. 6 日本社会学会会員
1979. 家族問題研究会会員
1983. 10 韓国文化人類学会会員
1983. 11 白山社会学会会員
1984. 4 比較民俗学会（韓国に本部）会員
1986. 9 日本民俗学会会員
1989. 7 国際人類学・民族学会（IUAES）会員
1990. 9 白山人類学研究会会員
1991. 8 国際シャマニズム学会（International Society for Shamanistic Research）会員
1991. 6 比較家族史学会会員
1991. 日本家族社会学会会員
1999. 7 韓国・朝鮮文化研究会 理事（～ 2008）
2008. 韓国・朝鮮文化研究会 会計監査（現在にいたる）
2011. 6 島嶼コミュニティ学会会長（現在にいたる）
2012. 7 白山社会学会副会長（～ 2013. 7）
2012. 8 比較民俗学会副会長（日本地区）（～ 2017）
2013. 7 白山社会学会 会長（～ 2019. 7）
著書・論文
［編著書］
1990. 11 「済州島家族論の検討――世帯規模の東西差」竹田旦編『民俗学の進展と課題』東京 : 
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国書刊行会 , 715p., pp.251-272.
1990. 11 「洞里の境界」杉山晃一・櫻井哲男編『韓国社会の文化人類学』東京 : 弘文堂 , 195p., 
pp.56-71.
1993. 11 「父母子女関係の変化について－韓日親族と家族の予備的考察」（韓国語）濟州市・濟
州大学校博物館編『第１期博物館大学市民講座』濟州市 : 濟州市・濟州大学校博物館 , 
379p., pp.353-367.
1996. 8 「韓国の村落と家族」佛教大学総合研究所編『東アジアの村落と家族』京都 : 佛教大
学総合研究所 , 76p., pp. 22-24; 61-65.
1998. 7 清水浩昭・芳賀正明・松本誠一編『性と年齢の人類学』（高橋統一先生古稀記念論文集）
東京 : 岩田書院 , 364p.
1999. 3 「人類学の世界化」『東洋大学社会学部 40 周年記念論集』東洋大学社会学部 , 273p., 
pp. 213-227.
2000. 3 「日本離島における高齢化と八丈島」松本誠一編『離島における高齢者の生活形態の調
査・研究事業　報告書（財団法人・長寿社会開発センター委託事業）』東京 : 松本誠一 , 
55p., pp.1-9.
2006. 6 「韓国ナショナリズム」『グローバリズムおよびナショナリズムの両圧力下におけるアジア
の伝統文化と価値観の変容――アジア地域研究センター 5 年間の活動を通して』東洋
大学アジア文化研究所・アジア地域研究センター , 107p., pp.87-89.
2009. 10 「社会文化システム学科」『東洋大学社会学部 50 年史――1990 年代以降を中心に』東
洋大学社会学部 , 183p., pp.80-84.
2010. 3 「韓国における都市化と祭り――全南・ソウルにおける神と人との関係の変化」『アジア
社会の発展と文化変容』東洋大学アジア文化研究所・アジア地域研究センター , 308p., 
pp.89-128.
2014. 6 松本誠一・高橋重郷編『社会・人口・介護からみた世界と日本――清水浩昭先生古稀
記念論文集』東京 : 時潮社 , 445p.
2016. 2 （編著）『国境をまたぐ生活スタイル――アジアにおける広域調査と事例調査に向けて』
東洋大学アジア文化研究所 , 86p.
2017. 1 （編著）『国境をまたぐ生活スタイル――量的研究に向けて』東洋大学アジア文化研究所 , 
75p.
2017. 8 「山下袈裟男先生と白山社会学会」『命つきるとも――静かな闘志と平和への祈りを残し
て（山下袈裟男先生追悼論文集）』東京：山下袈裟男先生追悼文集刊行委員会 , 189p., 
pp.85-90.
2017. 10 「監修者まえがき」西田知未訳著『韓国済州道老人論考』東京 : 新幹社 , 262p., pp. 
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5-7.
2018. 9 「済州島の老人たち――節約と自立の精神」梁聖宗・金良淑・伊地知紀子編著『済州島
を知るための 55 章』東京：明石書店，358p., pp.118-119.
［教科書］
1980. 5 「日韓両国の民俗文化－宮座と堂祭組織比較序説」高橋統一ほかと共著『文化人類学
の視角――伝統と現代』東京：犀書房 , 370p., pp.187-211.
1987. 5 高橋統一・芳賀正明・松本誠一 ( 共著 )『文化人類学ノ トー』東京 : 犀書房 , 133p., 担当 :
「ヒトと文化」pp.11-20; 「生業とエコロジー」pp.21-26;「性と世代・年齢」pp.47-56; 「（祭
の諸相 Ⅱ）韓国」pp.103-112.
2004. 2 「序章 齢をかさねる」松本誠一 ( 編 )『生活文化論ノート』高志書院 , 210p., 166p., 
pp.3-14.
2008. 4 「東洋大学と社会調査―戸田貞三・鈴木榮太郎・小山隆・奥田道大」( 共著 )『社会学・
社会福祉学研究のための研究基礎論――研究に必要な基礎的事項を学ぶ』東洋大学
大学院福祉社会デザイン研究科福祉社会システム専攻 , pp.45-53.
2011. 3 「社会経験を通じて鍛えられる知」東洋大学福祉社会システム専攻出版委員会編『経験
と知の再構成――社会人のための社会科学系大学院のススメ』東京 : 東信堂 , 153p., 
pp.129-146.
［論文］
1977. 2 「幕末維新期の移動慣例――身分と職業移動・『全国民事慣例類集』の分析」『東洋大
学大学院紀要』(13): 67-78.
1978. 3 「欠落人の復帰――幕末期の移動制限」『東洋大学大学院紀要』(14): 73-82.
1981. 3 「湖南堂山祭の祭祀組織と変化――全羅南道長城郡長城邑Ｙ里の事例・ファジュ ( 化主 )
と当家を中心に」『東洋大学アジア・アフリカ文化研究所 研究年報』(15): 69-88.
1982. 3 「とうや制の類型と分布」『東洋大学大学院紀要』(19): 21-40.
1984. 3 「韓国の『自然部落』について」『東洋大学アジア・アフリカ文化研究所 研究年報』(18): 
29-44.
1984. 6 「東海岸狗岩のコルメギ洞神祭と洞組織」日韓漁村社会・経済共同研究会『日韓合同学
術調査報告第 2 輯　韓国慶尚北道平海邑厚浦里』pp. 232-245.
1985. 8 「韓国の村祭り――全羅南道漁村の事例」『教育と医学』33(8): 65-70.
1987. 2 「韓国の『小家族』について」『家族研究年報』(12): 85-94.
1987. 7 「民籍調査と《隠居》」『韓』(107): 137-175.
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1990. 3 （共著）「韓国の地域社会と老人の地位――伝統と近代をめぐって」『東洋大学アジア・
アフリカ文化研究所 研究年報』(24): 79-122. 担当 : 「慶尚北道の老人問題に関する地
域特性と両班老人会」pp. 108-115.
1992. 6 「世界の人類学」『白山人類学』(1): 56-64.
1997. 2 「『海禁』時代の山陰地域漂着民に関する小考」（韓国語）安東大学校民俗学研究所『民
俗研究』(7): 3-12.
1998. 3 （共著）「韓国東海岸・漁村社会の近代化と文化伝統――慶尚北道蔚珍郡竹辺の事例」
『東洋大学アジア・アフリカ文化研究所 研究年報』(32): 11-72. 担当 : 「蔚珍郡・竹辺面
の概況と歴史的背景」pp. 14-20; 「正月告祀と豊漁祭－東海岸ポンスジンの祭儀と村組
織」pp. 26-33.
1999. 1 “Age and Local Community in Japan and Korea”, 『東洋大学社会学部紀要』(36-2): 
39-67.
2000. 3 「モントリオールの韓人墓碑銘」『東洋大学アジア・アフリカ文化研究所 研究年報』(34): 
59-80.
2001. 3 「モントリオールの韓人教会 Ⅰ」『東洋大学アジア・アフリカ文化研究所 研究年報』(35): 
56-70.
2002. 2 「性と年齢の儀礼――現代の視点」『教育と医学』50(2): 48-52.
2002. 3 「モントリオールの韓人教会 Ⅱ」『東洋大学アジア・アフリカ文化研究所 研究年報』(36): 
51-59.
2003. 11 「韓国大学の人類学教育」『東洋大学社会学部紀要』(41-1): 82-99.
2004. 2 「韓国の世界化と大学教育――韓国外国語大学校の事例を通して」『東洋大学社会学部
紀要』(41-2): 147-180.
2005. 3 「（研究ノ トー）ミャンマーの韓人社会」東洋大学アジア文化研究所・アジア地域研究セ
ンタ 『ー学術フロンティア報告書 2004 年度』, pp.78-89.
2008. 8 （共著）「十勝帯広における福祉社会システム――概況，外国籍者と国民年金制度につ
いて」『福祉社会開発研究』(1): 57-64. 担当 : 「本稿の目的と課題」「十勝地域と帯広都
市圏」「十勝・帯広の外国人」pp. 57 ～ 60.
2009. 3 「《特集》日韓境域のトランスナショナリティ――済州人を中心に　序論」『白山人類学』
(12): 1-6.
2009. 8 「モントリオールのパレ ドー――1995 年のケベックデーとカナダデーを中心に」『民俗文
化研究』(10): 24-53.
2010. 2 「アジア･アフリカ研究所とバンドン会議」『東洋大学アジア文化研究所研究年報』(44): 
193-204.
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2011. 2 「transnational ノート」『東洋大学アジア・アフリカ文化研究所 研究年報』(44): 19-
24.
2011. 3 「地方都市における地域社会統合と周辺――帯広市における外国籍者の存在形態を例
として」『福祉社会開発研究』(1): 77-87.
2011. 3 「台湾韓人研究ノ トー」『白山人類学』(14): 103-132.
2012. 6 「高齢者の多い地域社会における共同――八丈島と奥会津山村の比較を通じて」『島嶼
コミュニティ研究』(1): 34-60.
2015. 10 「【問題提起】ネーション・グローバル化・跨境――韓国の挑戦 , 生活者の適応」『韓国
朝鮮文化研究』(14): 7-32.
 ( 宮座・契約講 )
1978. 11 （共著）契約講の社会人類学的研究Ⅰ――山形県西置賜郡小国町市野々・大石沢の事
例」東京都立大学社会人類学会編『社会人類学年報』4: 173-206. 担当 : 「ケイヤクの
分布と諸形態」 pp. 173-184; 「事例Ⅱ 大石沢」の「ムラの概況と契約講の変遷」「現在
の契約講とムラ組織」 pp.194-1979. 4  ( 共著 )「宮座の組織と儀礼に関する社会人類学
的覚書――滋賀県余呉町下丹生の場合」『東洋大学大学院紀要』(15): 77-89, 担当 : 「ム
ラ組織の概要」pp.81-83; 「宮座儀礼」pp.85-89.
1980. 3 （共著）「宮座の社会人類学的調査Ⅴ――滋賀県伊香郡余呉町下丹生の事例」『東洋大
学アジア・アフリカ文化研究所 研究年報』(14): 133-158. 担当 : 「ムラ組織」pp. 137-
140; 「宮座組織」pp. 145-149.
1982. 3 （共著）「宮座の社会人類学的調査Ⅵ――奈良県生駒郡平群町富貴畑の事例」『東洋大
学アジア・アフリカ文化研究所 研究年報』(16): 11-34. 担当 : 「イトナミ講」pp. 23-29.
1982. 3 （共著）「契約講の社会人類学的研究Ⅱ――山形県最上郡および西村山郡の事例」『東
洋大学アジア・アフリカ文化研究所 研究年報』(16): 11-34. 担当 : 最上郡大蔵村赤松の
「調査地の概況」pp. 63-66; 「ムラ組織と契約」pp. 68-71, 西村山郡河北町沢畑の「調
査地の概況」pp. 71-73; 「契約会と町内会 , ムラ組織」pp. 76-79, 同郡大江町塩野平の「調
査地の概況」pp. 79-83; 「ムラ組織と契約講」pp. 86-88.
1989. 11 「宮座と＜とうや制＞」『月刊歴史手帖』17(11): 16-18.
1996. 3 （共著）「神話・天領・近代化――山陰・東石見の漁村と山村」『東洋大学アジア・アフ
リカ文化研究所 研究年報』(30): -. 担当 : 「水上神社の秋祭」pp.20-21; 「海上筏レ スー
と仮屋行事」pp.29-32; 「花田植」pp. 36-37; 「盆踊りと精霊舟」pp. 50-51.
［目録］
1988. 3 「日本における文化人類学的韓国調査の展開　1960 ～1980――付・韓国研究者別著
293
白山人類学　23 号　2020 年 3 月
述目録　日本人：文化人類学・民俗学編　1965 ～ 1987」『東洋大学社会学部紀要』
25-2: 37-76.
1994.  “Topics in the Anthropological Study of Shamanism in Japan”, International 
Society for Shamanistic Research, Shaman 2(1): 67-78.
2013. 8 “Bibliography: Japanese Studies on Korea (English translation)”. In Hyup Choi 
(ed.), Representing the Cultural 'Other' : Japanese Anthropological Works on 
Korea.   pp.201-327. Gwangju: Chonnam National University, Korea.
2013. 8 “Bibliography: Japanese Studies on Korea (Korean translation)”, In Hyup Choi 
(ed.), Ibid. pp.328-447.
［翻訳］
1982. 12 張籌根 ( 著 )『韓国の郷土信仰』255p. 東京 : 第一書房
1986. 2 韓相福 ( 著 )「韓国山村住民の儀式と信仰――江原道平昌郡道岩山二里および鳳山里
の事例」『東洋大学社会学部紀要』23-2: 141-166.
1991. 2 秦恩淑 ( 韓国語訳 )「済州島家族の検討――世帯規模の東西差」『耽羅文化』11:169-
190,　濟州大学校耽羅文化研究所
2014. 2 吉川美華と共編訳『韓国移民関連法令集』東洋大学アジア文化研究所 , 152p.
［書評・書誌紹介］
1986. 2 「依田千百子『朝鮮民俗文化の研究――朝鮮の基層文化とその源流をめぐって』」『現代
コリア』259: 66-67.
1998. 1 「多摩市史を読んで考える――新旧二つの文化」『印西新報』123: 4
1998. “Kendall,Laurel, Getting Married in Korea: Of gender, Morality, and Modernity” 
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